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航空事故調査委員会議決（空委第３３号）

委員長　岡田實

委員　山口真弘

委員　諏訪勝義

委員　上山忠夫

委員　八田桂三

１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

中央航空株式会社所属セスナ式Ａ１５０Ｋ型ＪＡ３５３３は、昭和５３年７月１６日１２時 

４０分ごろ、茨城県竜ケ崎市半田町の竜ヶ崎飛行場のエプロン内を駐機位置に向って地上滑走 

中、エプロン北側に隣接して定置されていた燃料補給用のタンクローリー車に右主翼端を接触 

させ、中破した。火災の発生はなく、また、当該機には機長のみがとう乗していたが死傷はな 

かった。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５３年７月１７日　現場調査

１．３　原因関係者からの意見聴取

昭和５３年８月４日　意見聴取



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

事故当日、機長はＪＡ３５３３に乗り組み、１１時５０分ごろ竜ケ崎飛行場を離陸し、引続 

いて滑走路０８を使用しての4回の連続離着陸訓練を実施したのち、異常なく着陸した。

着陸後、同機は、滑走路の南側にある平行誘導路を西に向って進行し、エプロン地区に東側 

から進入し、その後、エプロン西側の駐機予定地に向け、当該エプロンの北側をエンジン回転 

速度約８００ｒｐｍでの通常の滑走速度（約６キロメートル／時）で地上滑走した。

同機は、進行方向の右斜め前方のエプロン北側端に隣接して定置されていた燃料補給用のタ 

ンクローリー車（以下「タンクローリー車」という。）から約２５メートル手前の地点で一た 

ん停止し、機長は左斜め前方の駐機位置に対する確認を行った。

当時、当該駐機位置には、機長が所属する航空クラブの教官がおり、機長に対し誘導のため 

の左折の合図を送った。

当該合図を視認した機長は、再び地上滑走を開始したが、当初右ラダーを使用して機首を右 

へ振り経路をタンクローリー車が定置されている斜め右方向へ変えたのち、左ラダーを使用し 

左旋回に移行した。

機長は、同機の機首方位が左へ約３０度変向したところで、突然機体の右側に衝撃を感じ、 

同機の右主翼端がタンクローリー車の後部右側に接触したことを知り、直ちに同機を停止させ 

た。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

死傷
とう乗者

乗組員　その他
その他

死亡　０　―　０

重傷　０　―　０

軽傷　０　―　０

なし　１　―



２．３　航空機の損壊の程度

中破

２．４　航空機以外の物件の損壊

タンクローリー車には、同機の塗装が付着したのみで、損傷がなかった。

２．５　乗組員に関する情報

機長　昭和３年３月１日生

自家用操縦士技能証明書No.４９８１　昭和４７年１２月２３日取得

限定事項　陸上単発

第３種航空身体検査証明書第３１３７１８９９号

同有効期限　昭和５４年３月６日

総飛行時間　１３６時間２３分

同型式機による飛行時間　１３６時間０３分

最近３０日間の飛行時間　１時間００分

２．６　航空機に関する情報

型式　セスナ式Ａ１５０Ｋ型

製造年月日　昭和４５年４月１７日

製造番号　Ａ１５０００１７９

耐空証明書　第東５３‐０３６

同有効期限　昭和５４年４月１６日

総使用時間　４，４４９時間５２分

２．７　気象に関する情報

竜ケ崎飛行場における事故当日１２時３０分に観測された気象情報は次のとおりであった。

晴、視程２０キロメートル以上、風向１２０度、風速１０～１５ノット、気温３０度Ｃ、高 

度計規正値２９．８８インチ。



２．８　航空機及びその部品の損壊に関する情報

右主翼端前縁部に亀裂（長さ５センチメートル）及び座屈変形。

右主翼翼根付近の後桁の曲り及び外板のバックリング。

３　事実を認定した理由

３．１　解析

３．１．１　事故当時の気象は事故に関連しなかったものと推定される。

３．１．２　調査の結果、当該機の操縦系統に異常は認められなかった。

３．１．３　機長は、左折の合図を視認し、左側にある駐機位置へ進入する際、最初に機首を右 

へ振り、同機の経路を斜め右へ変えたのち、左旋回に移行したものと推定される。

３．１．４　機長が、左旋回の直前において、不必要に機首を右へ振ったことにより、同機はタ 

ンクローリー車に接近し、引続き左旋回に移行したことによって、当該旋回の外側とな 

る右主翼端がタンクローリー車に接触したものと推定される。

３．１．５　機長は、右主翼端がタンクローリー車に接触するまでこれに気付かなかったことは、 

機長の注意が駐機位置のある左方向に集中し、右側に対する注意が十分でなかったこと 

によるものと推定される。

４　結論

(1)　機長は、適法な資格を有していた。

(2)　ＪＡ３５３３は、有効な耐空証明を有し、事故発生まで正常な状態であったものと推定さ

れる。

(3)　事故当時の気象は、事故に関連しなかったものと推定される。

(4)　同機は、左側にある駐機位置に進入する際、機長が左旋回に先立ち不必要に機首を右へ振 

り経路を斜め右へ変えたことにより、タンクローリー車に接近した。

(5)　同機は、上記操作に引続き行われた左旋回の過程において、右主翼端がタンクローリー車 

に接触した。

(6)　機長は、当該旋回中、左側にある駐機位置の方向に注意が集中し、右側に対する注意が十



分ではなかったものと推定される。

原因

本事故は、地上滑走中、機長の注意が駐機位置のある左方向に集中し、右側に対する見張り 

が十分でなかったため、右主翼端をタンクローリー車に接触したことによるものと推定される 。


